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４ 水 泳

パートA -イベント

4.1イベントのプレゼンテーション
水泳競技はフリースタイルの競技です。五種選手は、任意のストロークやスタイルで泳ぐことができま
す。ターン時とフィニッシュ時には、五種選手は体の一部でプールの端に触れなければなりません。

4.1.1 距 離

4.2 権 限
すべての公式UIPM競技には、水泳ディレクター、審判員、スターター、フォールスタート補助者、折
返し監察主任、折返し監察員、着順判定員、召集員、計時主任、計時員、アナウンサーが必要です。事
実に関する質問があった場合、関連する公式の決定は最終的なものとされます。

4.2.1 水泳ディレクター
i) 前述のすべての職員を任命し、すべての職員の活動を管理および調整する責任を負います。
ii) 進行中のイベントに関する五種選手やチーム代表者からの口頭の抗議について決定します。

4.2.2 審判⾧
i) UIPM競技規則の施行に対する責任を負い、すべてのUIPM規則の遵守を確保するために、イベントの
いかなる段階でも介入することができます。

ii) 自動審判装置が利用可能で稼働している場合、装置の判定によって順位を決定します。自動審判装
置が使用されない場合、着順審判の決定と記録された時間が一致しないときに順位を決定します。

iii) 各ヒートの開始時に、号笛の短符数回を発し五種選手に対して水着以外のすべての衣服を脱ぐよう
に促し、その後、号笛の⾧符一声でスタートブロックに位置を取るように指示します。

iv) 五種選手と役員がスタートの準備が整ったとき、選手たちがスタータ―の管理下にあることを示す
ために、腕を伸ばしてスタータ―に合図します。

v) 前ヒートからすべてのデータが収集された後、計時員に「クリアウォッチ」の合図を送ります。

4.2.3 スターター
i) 審判が五種選手を彼に引き渡した時から、五種選手を完全にコントロールします。
ii) 五種選手がスタートを遅らせたり、命令に故意に従わなかったり、スタート時に発生したその他の
不正行為があった場合は、審判⾧に報告する。

iii) スタートが公正であるかどうかを決定する権限を持ち、審判⾧の管理のみに従います。スタート信
号が発せられた後、スタータ―は自分の意見を変更してはならず、五種選手を呼び戻してはなりませ
ん。

iv) タイムキーパーが見えるように、五種選手がスタート信号を聞こえるように、プールの端から約5
メートル以内の位置に立たなければなりません。



4.2.4 折返し監察主任
i) イベント中に折返し監察員がその職務を果たすことを保証します。
ii) 違反が発生した場合は報告を受け取り、速やかに審判⾧に報告を提出します。

4.2.5 折返し監察員
i) プールの端で2つのレーンを担当し、五種選手がターンの関連ルールについて監察します。
ii) 違反をターンの折返し監察主任に報告します。

4.2.6 召集員
i) 各ヒートの前に五種選手を集めます。
ii) 水着をチェックし、規定違反の水着を着用した五種選手がスタートに行くのを防ぎます。
iii) オイルや他の脂肪溶液を体に使用した五種選手は、スタートに行くことを拒否します。
iv) 各ヒートの前に五種選手がスタート準備が完了していることを確認する責任があります。

4.2.7 着順判定員
i) 五種選手の着順を記録します。

4.2.8 計時主任
i) プールのスタートエンドで全ての計時員の配置を割り当て、彼らが担当するレーンを指定します。
ii) イベント中に時計が作動しなかったり停止したりした計時員を交代させるために、予備計時員を2
名指名し、いずれかがその計時員の代わりを務めるよう指示しなければならない。

iii) 各計時員から記録された時間を示すカードを集め、必要に応じて彼らの時計を検査します。
iv) 各レーンの記録用紙に公式な時間を調べて記録します。

4.2.9 計時員
すべての公式UIPM競技会では、各レーンに少なくとも2人の計時員が任命されなければなりません。
計時員の責任は次のとおりです。
i) 五種選手のレーンでのタイムを計測する。
ii) スタート信号で時計をスタートさせ、五種選手が自分のレーンでプールの端に触れたときに停止さ
せ、レースを完了したことを示します。

iii) 各レーンの記録用紙に時計の時刻を記録し、要求があれば時計を検査のために提示してください。
iv) 「クリアウォッチ」の合図を受け取るまで、時計をクリアしてはいけません。
v) プールの端で折返し監察員として行動する。

4.2.10 アナウンサー
アナウンサーは五種選手と観客にイベントの進行状況を知らせます。特に、アナウンサーは各ヒート
の前に選手を紹介し、前のヒートの五種選手の水泳タイムを放送し、フライングを発表し、最後のヒー
トの後に二つの競技の結果を発表します。



4.3 組織とイベントのスケジュール
4.3.1 ヒートとレーン

i) 五種選手またはチームは、PWR水泳タイムに基づいて配置されます。五種競技および四種競技の準
決勝または決勝では、選手またはリレーチームは、前のイベントの合計結果に基づいてヒートに配置
され、得点が高い選手やチームが最後のヒートで泳ぎます。同じヒートで泳ぐ選手は、合計得点が多
い選手がレーン1に配置され、その後に続きます。

ii) 五種選手がPWRにいない場合、予選の水泳のヒートはエントリーの水泳タイムに基づいて構成され
ます。

iii) TD/NTOはコーチが不在の場合にエントリータイムを承認することができます。
iv) 予選では、選手は自分のPWR水泳タイムに従って泳ぎます。各ヒートでは、最も良いタイムを持つ
五種選手がプールの中央レーンで泳ぎます。

v) 各ヒートの五種選手の数はできるだけ均等に保たれ、必要に応じて後のヒートにより多くの選手が
含まれることになります。

vi) LOCはテクニカルミーティングで、各ヒートに何人の選手が出場するか、使用されないレーンがあ
る場合はそれを示さなければなりません。

vii) 6、8、または10レーンの偶数のプールでは、中央のレーンは3、4、または5になります。次に速い
泳ぎのタイムを持つ五種選手が左側に配置され、その後、他の選手は泳ぎのタイムに従って降順で右
と左に交互に配置されます。

viii) 選手たちは召集所でヒートごとに集められ、その後、スタートブロックの横にあるスタートライン
まで行進します。この場所では、アナウンサーによって個別に（少なくともレーン、名前、国が）紹
介され、レーン1から始まります。

4.3.2 プールの開放
i) 予選では、プールは最低20分間ウォームアップのために開放されなければなりません。正確な時間
は大会組織委員会によって発表されます。プールは競技開始の10分前に閉鎖され、選手は召集所に向
かいます。

ii) 五種競技および四種競技の準決勝および決勝では、プールは競技の最初の種目における最初の選手
の開始の60分前に開放されなければなりません。

4.3.3 召集所の管理
i) 規定に合わない水着を着用している五種選手は、選手入場の前に適切な水着に変更しない限り、競
技に出場することは許可されません。

ii) 五種選手がこのルールに従わない場合、失格が適用されます。
iii) 体に油やグリースを塗った五種選手は即座に失格となります。

4.4 競技の実施 / パフォーマンスの評価
4.4.1 スタート

i) スタートは飛込みから始まります。審判の⾧い笛の合図で、五種選手はスタートブロックに足を踏
み入れ、そこに留まらなければなりません。スターターの「テイク・ユア・マークス」という合図で、
五種選手はすぐにスタートブロックの前に少なくとも1本の足を置いてスタートポジションを取らな
ければなりません。すべての競技者が静止したとき、スターターはスタートピストル、ホーン、笛、
または合図を使ってスタート信号を出します。

ii) 不正スタートの場合、責任のある五種選手がペナルティを受け、どの五種選手またはチームがペナ
ルティを受けるかはヒートの途中で発表されます。
不正スタートは、次の場合に与えられます。

a) 五種選手が「テイク・ユア・マークス」の合図前に水に飛び込んだり落ちたりした場合
b) 「テイク・ユア・マークス」という合図の後、五種選手がスタート信号の前に水に飛び込んだり
落ちたりした場合、この場合はフライングスタートロープが使用されます。

c) 五種選手がスタート信号の前にスタート動作を始めた場合
iii) 怪我をしたペンタスロン選手は、水中でプールの手すりを持ってスタートすることがあります。審
判⾧の意見でファウルを受けて妨げられた五種選手は、適切な休息時間の後に再び泳ぐことを許可さ
れなければなりません。

4.4.2
ただし、ターンの間と、スタートおよび各ターンの後15メートル以内の距離については、完全に水中
に没してもよい。その時点で、頭部は水面に浮上ていなければならない。



4.4.3 フィニッシュ
i) 競技を終えた後、五種選手は、審判⾧が笛と手の合図で水から出る許可を与えるまで、指定された
レーンで水中に留まらなければなりません。

ii) 五種選手は、前側から水を出ることを許可されていません。
iii) 五種選手は、審判⾧の指示があるまで水泳レーンを離れることはできません。
iv) 最後の競技が終わるとすぐに、審判⾧が笛を吹き、五種選手はプールを出なければなりません。審
判⾧はその後、競技が終了したことを確認し、すべての五種選手がプールに入ることを許可します。

4.5 得点計算
4.5.1 タイムの記録

i) ポイントとポジションは実際の時間によって決定されます。カテゴリーAの公式UIPM競技会では、
1/100秒を記録する電気計時装置が必須です。

ii) FINAに承認された自動判定および計時機器が提供される場合、それを使用して各レーンの勝者、順
位、タイムを決定しなければなりません。そうして決定された結果とタイムは、計時員の決定に優先
します。

iii) 自動計時機器の故障や機械的な不具合が発生した場合、計時員の決定が優先され、その特定のヒー
トで記録されたすべての手動タイムを参照しなければなりません。

iv) 2人の計時員がレーンに使用され、記録された時間が一致しない場合は、2つの記録された時間の平
均が取られます。レーンごとに1人のタイムキーパーのみが使用される場合は、彼の記録した時間が
公式記録となります。

4.5.2 ポイントの計算
スコアを計算する目的で、時間が記録されます。

4.6 侵害と罰則
4.6.1 五種選手またはチームは、次の理由で10ポイントの減点を受けます:

i) プールの底に足が着く。
ii) ターン時に体の一部がプールの端に触れない。
iii) レーンを離れる命令が出る前に、泳ぐレーンを離れる。
iv) 前側から水を離れる。
v) 最後のヒートが終わった後、審判⾧の許可を待たずに水に入る。
vi) スタート信号の前にスタート動作を始めること、または「テイク・ユア・マークス」の合図後、ス
タート信号の前に水に飛び込むことや落ちること。

vii) UIPMロゴパッチの欠落または不適切な配置。

4.6.2 五種選手またはチームは以下の理由で失権となります:
i) 15メートル後に水面に浮上しなかった。
ii) スタートを遅らせる、命令に故意に従わない、またはスタート時に発生するその他の不正行為。
iii) 「テイク・ユア・マークス」の前に水に飛び込んだり落ちたりする。
iv) 水泳中に選手のスピード、浮力、持久力を助ける可能性のある他のデバイス、例えば水かき手袋、
足ひれ、フィンなどを使用すること。

v) リレーでの不適切な交代。

4.6.3 五種選手は失格となり、チームは失権となる理由は以下のとおりです:
i) 故意に、意図を持って、他の五種選手を押したり横切ったり妨害したりして、彼らの進行を妨げた
り、意図的に早くスタートを切ろうとすること。

ii) 油やグリースを使用する。
iii) 規定の水着を着ることを拒否する。



パートＢ - 個人装備

4.7 水泳水着
UIPMのカテゴリーAおよびカテゴリーBの大会では、FINAが公表した前年度および当年度の承認水着
リストに記載された水着のみを着用することができる。また、ペンタスーツもスイミングで着用するこ
とができる。UIPMロゴワッペンは、UIPMユニフォームガイドラインの最新版に従って水着／ペンタ
スーツに付けなければならない。UIPMロゴワッペンの欠落や誤った装着は、10点減点のペナルティとな
る。

4.7.1 条 件
すべての五種選手の水着/ペンタスーツは、良好な状態であり、不透明でなければなりません。

4.7.2 部品数
水泳競技では、競技者は男性はワンピースの水着、女性はワンピースまたはツーピースの水着のみを
着用しなければなりません。アームバンドやレッグバンドなどの追加アイテムは水着の一部とは見なさ
れません。ペンタスーツを除き、ジッパーやその他の留め具は許可されていません。

4.7.3 寸 法
男性用水着はへその上や膝の下に達してはならず、女性用は首を覆わず、肩を越えず、膝の下に達し
てはならない。すべての水着/ペンタスーツは繊維材料で作られなければならない。

4.7.4 デバイス
競技中に速度、浮力、持久力を助ける可能性のあるデバイスや水着/ペンタスーツ（水かき手袋、足ひ
れ、フィンなど）を使用または着用することは許可されません。ゴーグルとキャップは着用できます。

4.7.5 テープ
体にテープを貼ることは、UIPM TDまたはUIPM医療ディレクターの承認がない限り許可されていませ
ん（FINAルールに準拠）。

パートＣ - LOCが提供する機器・設備

4.8 プール
スタートを記録するために、LOCがビデオカメラを提供しなければなりません。疑義がある場合は、
ビデオで判定します。

4.8.1 プール
i) 公式UIPM競技会では、UIPM EBの合意により、50m、33m、25mの⾧さのプールが使用できる。
ii) 電子計時装置のタッチパネルがスタート側、またはターン側に追加で使用される場合、プールは2
つのパネル間の必要な距離を確保できる⾧さでなければなりません。

iii) 理想的には、プールは全体で1.80mの深さですが、スタートブロック側では最低1.35mの深さが必
要です。

4.8.2 レーンの数
i) 50mプールの最小レーン数は8でなければならず、各レーンは2.5mの幅を持ち、レーン1と8の外側
にはそれぞれ50cmの幅のスペースが2つ必要です。

ii) 各スタートブロックの隣に、LOCは選手がスタート前に衣服を置くためのボックスを提供しなけれ
ばなりません。

4.8.3 スタートブロック
i) スタートブロックの水面上の高さは0.5mから0.75mの範囲です。
ii) 表面積は最低でも0.5m x 0.5mでなければなりません。表面は滑り止めの材料で覆われている必要が
あります。

iii) 最大傾斜は10度です。
iv) スタートブロックは4面全てにはっきりと番号が表示され、レーン番号1番はスタート側からプール
に向かって右側になる。



4.8.4 水 温
競技中の水温は25～28°Cでなければならず、プールの水は一定の水位に保たれ、目立った動きが
あってはならない。。

4.8.5 フォールススタートロープ
フォルススタートロープは、スタート位置から15.00メートル前方に設置され、水面上1.20メートル以
上の高さでプールに整備します。



付録4A- ペナルティテーブル水泳
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を妨げたり、意図的に早くスタートを切ろう
とすること。

油やグリースを使用する。

規定の水着を着ることを拒否する。

近代五種
10ポイントの減点

失 権

失 格
チームの失権

付録4B1- 距離とポイント表

（注：説明と適用については、4.6を参照してください）



付録4B2- ポイントテーブル 200m、2×100m 付録4B3- ポイントテーブル 100m、2×50m



付録4B4- ポイントテーブル 50m、2×25m


